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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たちに
どう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでも
さまざまなニュースを紹介しています。

　秋の味覚はいろいろありますが、栗を話
題にしてみましょう。お店では、茶色い粒で
売られていることが多いと思うのですが、木
に成っている実は、鋭いイガで覆われた殻
の中に入っています。ひとつの殻の中に、
実はいくつ入っていますか？
　『万葉集』が収める柿本人麻呂家集の
中には、

　松反りしひてあれやは三栗の中上り来ぬ
　麻呂といふ奴　
　松反　四臂而有八羽　
　三栗　中上不来　麻呂等言八子

　と詠まれた歌が残されています。三句目
に「三栗」とあるので、ひとつのイガの中に
三つの実が入っています。真ん中が大きく
育つので、「中」へとかかる枕詞として使用
されました。
　この歌には、夫が先に、

　雪こそは春日消ゆらめ心さへ消え失せた
　れや言も通はぬ
　雪己曽波　春日消良米　
　心佐閇　消失多列夜言母不徃来

　と詠んでいます。「雪なら、春の日差しに
とけて消えてしまうだろうが、（あなたは）心

まで消えて失ってしまったのですか、言葉も
かけてくれなくなって」と、妻への不満を歌
にしてぶつけました。これに妻が、「（鷹は）
松に返るというのに、（この人は）ぼけてし
まったのかしら。イガの中に三つある栗の
実は、真ん中が立派であるのに、（途）中で
私の所へ上って来もしないで（文句ばかり
言っているわ）、しょうもない麻呂という奴
ね」としっぺ返しています。「上り」とあるの
は、夫が地方赴任をしているようで、報告
などの折りに都へ上り来ることを指してい
ます。この時、自身のもとへ立ち寄らない
夫に「麻呂の奴め！」と怒っています。
　「夫婦喧嘩は犬も食わない」といいます
が、作者のお二人には、「どうぞそのまま、
栗でも食べてお幸せに」と、いって終わるこ
とのようです。万葉歌に用いられる比喩表
現は、生活感にあふれています。

実はいくつ？

梅花から「令和」を込めて

（巻9・1783番歌）

（巻9・1782番歌）

現代訳から原文までを用いて『万葉集』に文学を
楽しむほか、『古事記』や『日本書紀』等に日本神
話や説話、古代史をわかりやすく読み解く。中京
大学大学院修了 博士（文学）。
著書に『大伴家持論 文学と氏族伝統一』おうふう 
1997年、『万葉集編纂論』おうふう 2007年、『北
大阪に眠る古代天皇と貴族たち 記紀万葉の歴史
と文学』梅花学園生涯学習センター公開講座ブッ
クレット 2010年。ほか執筆・講演・講座多数  

梅花女子大学教授  市瀬 雅之

まつがへ みつぐり なかのぼ こ

はるひ

こと

　山の緑に薄いクリーム色の塔が映え
る。高槻、茨木市境に位置する阿武山
山頂（２８１m）南の尾根に立つ、京都大
学防災研究所付属地震予知研究セン
ターの阿武山観測所（高槻市奈佐原）
だ。1930年の設立以来、90年もの間、
日本の地震研究の重要な一翼を担って
きた。その歴史や研究成果などについて、
３回にわたって紹介する。

　麓からよく目立つ建物は、２階建ての
西館と３階建ての本館からなり、面積は
延べ約2,000㎡ある。塔の高さは３０
m。実はこの塔、所長の飯尾能久（よし
ひさ）・防災研教授＝地震学＝によると、

国家の事業の偉容を示すため、現在の
JR京都線から見えるようにと設計された。
「研究には不要。むしろ邪魔」と飯尾所
長は苦笑いする。
　それでも観測所は時々の最新の地震
計を導入、１９４３年の鳥取地震や４８年
の福井地震などの観測で地震現象の解
明に大きく貢献した。防災研が岐阜県以
西に展開する８観測所の中で最古の施
設だが、現在も防災研の小型の地震観
測システムの中核として、南海トラフ巨大
地震や内陸地震の予知のためのデータ
を蓄積している。さらに敷地内で３４年、
藤原鎌足の墓とされる国の史跡・阿武山
古墳が発見されたことでも知られる。

　一方で、ここの大きな特徴は外に開か
れた施設であることだ。２０１４年の耐震
改修までほぼ当初のままだった建物に加
え、歴史上重要な地震計がいくつも残り、
市民に地震を学んで防災を考えてもらう
科学博物館としての役割も果たしている。
地下に展示室があり、かつて使われた機
器が並ぶ。２月を最後にコロナ禍で中止
しているが、年に６０回ほどの見学会を催
し、約2,000人が市民ボランティアによる
解説に聴き入ってきたという。
　また、昭和初期の雰囲気がそのまま
残っていた建物は、テレビドラマや映画
のロケでも使われた。１１年公開の映画
「プリンセス トヨトミ」の撮影もあり、玄関

ホールにはいまも出演の綾瀬はるかさん
が座ったというパイプ椅子、「アヤセハル
カイス」なるものが置かれている。
　１９８０年ごろには１５、６人が働いてい
た施設も、設備や人員が京都府宇治市
の防災研本体に移り、現在常勤は２人
だけだ。広い館内、やや寂しい感じは否
めないが、飯尾所長は「何とか１１月には
見学会を再開し、また多くの人に訪れて
もらいたい」と話す。

〈次号では観測所の近年の研究活動を
紹介します。〉

SOCIAL 地震追って90年 ―高槻・京大阿武山観測所― 上

（左）高槻市塚原地区から望む阿武山観
測所。山の緑に塔が鮮やかに浮かぶ。 
（中上）阿武山観測所の歴史や現況
を語る飯尾能久所長＝高槻市奈佐
原の同観測所。
（中下）９０年にわたって地震のメカニ
ズムに迫ってきた阿武山観測所。 
（右）地下展示室にある地震計のひと
つ「佐々式大震計（たいしんけい）」。１
９３４年に２代目所長が開発し、９７年
まで使用された。 

　阪急京都線茨木市駅から徒歩5分ほ
どの所に、茨木初のビール醸造所併設
の飲食店、ブリューパブが誕生する。営む
のはビール職人の森凌平さんと尚子さん
夫婦。店名の3tree（3本の木）は夫婦の
苗字を表している。
　学生時代を京都で過ごした凌平さん。
「楽しくておいしく飲めるビールという存在
が好き」になり、関西のさまざまなビールイ
ベントに参加していた。中でも好きだった
のが、全国のクラフトビールが集まる「茨
木麦音フェスト」。「ビールが主役というよ
りビールを手に地域の人が楽しい時間を
過ごしている雰囲気が好きだった」という。
参加するうちに「ここに自分が造った茨
木の地ビールがあったら」と思うようにな
った。
　大学を卒業後、特に好きだった北海道
の地ビール「鬼伝説」の醸造所「わかさい
も本舗」に就職。約4年間、ビール造りを

学んだ。
　店の1階には、高さ1.5ｍほどの醸造設
備と100ℓのビールタンク4つがずらりと
並ぶ。「造り手の思いや醸造過程など、ビ
ールが出来上がるまでのストーリーを含め
て楽しんでほしい」との思いから、醸造ス
ペースはガラス張りにした。ここでペール
エールやセゾンなど、柑橘系の香りが特
徴的なエールビールをメインに4種類を醸
造。2階の飲食スペースで、ナッツやチー
ズの燻製などと一緒に楽しめる。
　現在は、ブリューパブとして営業するた
め酒類製造免許を申請中。免許取得ま
では、ビアパブとして「鬼伝説」3種類に
加え、わかさいも本舗とコラボしたセゾン
ビール「BACK to the 鬼嫁」を提供する。

CULTURE 茨木初のブリューパブ
「3treebrewery」が誕生
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3treebrewery 〈スリーツリーブルワリー〉

Instagramアカウント  3treebrewery

茨木市双葉町3-19
営／平日：15時～22時・土日祝：12時～22時・不定休
アクセス／阪急京都線茨木市駅から徒歩5分

　能勢・豊能地域で唯一の高校・能勢
高校（能勢町上田尻580）が再編され、
2020年に3学年とも豊中高校能勢分校
の生徒となった。同校は定員割れが続き
一時は廃校も心配されたが、文部科学
省からSGH（スーパーグローバルハイス
クール）※に指定されるなど、町ぐるみの
応援もあって存続を果たした。そんな先
輩や町民の想いを引き継ぐ生徒たちが
次に挑むのは、「エネルギーを軸とした地
域の経済循環」。高校を中心に動き出し
たまちの姿を追った。

― 5年前の快挙

　少子化や人口流出に歯止めがかから
ず、存続できなくなるおそれがある自治体
「消滅可能性都市」と言われる能勢町。
2016年には小中学校合わせて7校が小
中一貫教育校に統廃合され、能勢高校
も10年連続で定員割れとなり廃校の危
機に直面した。一方で、それより以前の
2002年に文科省から中高一貫教育推
進校の指定を受けると、3年間の研究を
経て府内初の連携型中高一貫校・総合
学科をスタート。2014年にSGH事業を
踏まえた「SGHアソシエイト校」に認定さ
れた後、マレーシアの高校との姉妹校提
携、農業の6次産業化、商品開発、養蜂
の授業の特色化などのプログラムを展開。
これらの取り組みが評価されSGH認定
へと繋がった。また有志による「能勢高校
を応援する会」（現在は「能勢の高校を
応援する会」）の尽力もあって豊中高校
能勢分校として教育活動を継承すること
に。定員割れが続く厳しい状況ではある
が、地域で唯一の高校の存続に町は歓

喜に沸いた。

― 教育現場と連携した
　 電力事業の推進

　しかし、これで安心できる訳ではない。
過疎化が進む地域は、若年層が地元を
離れると戻らないことが多く「人材のサイ
クル」ができないため、一層過疎化が進
むというスパイラルに陥りやすい。町は
「高校生までに地元を知り、親しみを持つ
ようになれば、将来的に地域を支える人
材となったり、Uターンで戻ってくる可能性
も高い」と考え、同校を重要な「人材供給
拠点」と位置付けた。同時に地域の魅力
を向上させるため、地元に還元できる電
力事業を推進することに。教育現場と連
携した取り組みを開始した。
　注目したのは町の8割を占めるという広
大な森林。間伐材などは、薪やペレットに
加工して熱源にしたりガスを発生させたり
することによって電力を得る「バイオマス
発電」に利用できる。放置された森林は
土砂災害を引き起こす危険性もあるため、
バイオマスへの利用が実現すれば、防災
にも繋がると考えた。

― 自治体が電気エネルギーなど提供
　 「シュタットベルケ」

　地域振興とエネルギー事業を結びつけ
るキーワードは「シュタットベルケ」だ。シュ
タットベルケとは、ドイツにおいて自治体
が出資する地域事業者が電気やガスな
どを提供し、その収益で住民サービスを拡
げる公益企業で、日本の地方自治体でも
注目が集まっている。日本版ではシュタッ

トベルケの考え方を元に、自治体が主体
となり、地域の特徴に応じた再生エネル
ギーやサービスを導入する。結果、地元へ
の還元や雇用の創出など地域課題の解
決に貢献するほか、新たな経済循環も生
まれるという。上森一成町長は「エネルギ
ーと食料の自給率が100パーセントを超
えれば、これほど強い町はない」と期待を
寄せる。
　高校では、環境省や専門家などを招い
て公開講座を定期的に実施し、地域のエ
ネルギー事業やドイツの現状、シュタットベ
ルケなどの理解を深めてきた。ワークショッ
プでは高校生自ら地域エネルギーの利用
方法について議論を重ね、小中学校でも
出張授業を実施。昨秋には2年生4人と
上森町長を含む視察団がドイツへ行き、シ
ュタットベルケや、森林と生活が密接にか
かわるドイツの教育、文化などを学んだ。

― 8月に電力会社設立
　 今後は公共事業体を推進

　生徒らは5年間、地域課題と向き合い
エネルギー事業に希望を見出してきた。こ
れらの経験をきっかけに、地方創生やグロ
ーバルリーダー、また能勢での起業を目指
す卒業生も出てきている。今年8月には能
勢町・豊能町が地域の民間団体と組んで
新電力会社を設立。まずは再生可能エネ
ルギーとして、太陽光パネルの設置や電
力の買い取りなどを実践していくという。能
勢のシュタットベルケは公益公社の運営
だけでなく、若い起業家などを生み出す公
共事業体としての役割も見据える。高校
も参加してまちの課題解決にアイデアを
出すなど地域貢献していくという。能勢の
エネルギー事業は始まったばかりだ。高校
生たちの今後の活躍にも注目したい。

豊中高校能勢分校
次の挑戦はエネルギー事業での経済循環
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2019年9月のドイツ・ブロリン市研修旅
行では、シュタットベルケでバイオマス発
電について詳しく学んだ。

2018年の春から各機関の
専門家を招いて定期的に公
開講座を実施。今では小学
生でも「シュタットベルケ」を
知っているとか。

研修旅行や里山学習など、シュタットベルケにつ
いて学ぶ高校生たちの姿は、テレビでも多数放送
された。地域協働推進（グローカル型）事業のメイ
ンメンバーとして活躍する中植航太さん（3年＝写
真左）は、今ではちょっとした有名人。

※SGH（スーパーグローバルハイスクール）：将来、国際的に活躍できるグローバルリーダーの育成を目的に、文部科学省が指定
する制度で期間は5年間。2014～16年の間で123校が指定。2019年度からは後継事業となる「地域との協働による高校教
育改革推進事業（グローカル型）」が開始。能勢分校は、今年度この事業の「事業特例校」として3年間の指定を受けている。

「少しずつ味わってもらえるようなビールを造りたい」
と話す凌平さんと尚子さん。

アルコール度数9.5
％の「BACK to the 
鬼嫁」。自家製の燻
製チーズや燻製卵、
大葉とチーズの生
ハム巻きなども。

まちと高校が提案する「能勢版シュタットベルケ」

これまで

まちのそとの
エネルギー会社

でんき代

でんき代

暮らしやすさ

まちの
課題解決 高等学校 データと

学びの場の提供

知恵の提供

これから

まちの
エネルギー会社

わかもの世代と
知恵の協力


